
【 神 戸 用 水 ( 鞍 掛 堰 ) 】

用 水 位 置 図

鞍掛堰は、都幾川最古の取水施設であると伝えられている。徳川時代末期にこの地域の水
田開発のため堰の大改修を行い、その後の河川改修により耕地中央部を流れていた都幾川旧
川の流路を変え、現在の流路となった。現在の堰構造は、蛇篭、コンクリート沈床、玉石積
みの複合形態で、河川の途中で取水し易い様取水口に向かって角度が変化している。神戸用
水は、都幾川への還元並びに下流高坂用水への加用水として利用されている。取水口周辺は
公園整備がされており、魚も多く確認され水環境としても非常に良い場所である。
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